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力
向
上
、
企
業
見
学
に
よ
る
仕
事

観
の
形
成
、
市
役
所
で
作
業
体
験

な
ど
を
行
う
。
家
計
相
談
支
援
事

業
は
29
年
度
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
家
計
相
談
支

援
員
を
置
き
、
本
人
が
金
銭
管
理

の
意
味
を
理
解
し
、
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
に
向
け
、
収
入

と
支
出
の
両
面
の
支
援
を
包
括
し

て
実
施
し
て
い
る
。

家
計
相
談
支
援
の
結
果
は
。

お
金
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
頻
繁
に
出

し
入
れ
を
し
て
手
数
料
が
多
く
か

か
っ
て
い
た
り
、
普
通
以
上
に
遊

興
費
に
使
っ
て
い
た
方
が
家
計
相

談
に
よ
り
改
善
し
た
と
い
う
例
が

多
い
。
住
居
確
保
給
付
金
は
、
29

年
度
は
57
件
の
相
談
に
対
し
て
就

職
で
き
た
の
が
７
件
、
本
年
度
は

８
月
末
時
点
で
28
件
の
相
談
に
対

し
て
就
職
１
件
と
、
生
活
改
善
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た

め
の
学
習
支
援
は
。

学
習
支
援
は
毎
週
土
曜
日
９

時
か
ら
12
時
に
中
央
公
民
館
で
退

職
校
園
長
会
に
委
託
し
て
行
い
、

居
場
所
づ
く
り
や
学
力
向
上
の
効

果
も
上
げ
て
い
る
。
本
市
の
特
徴

に
社
会
性
育
成
支
援
が
あ
り
、
28

年
度
は
医
大
見
学
ツ
ア
ー
、
29
年

度
は
白
鳳
短
期
大
学
の
留
学
生
と

交
流
会
を
開
催
し
、
今
年
度
は
市

内
畳
店
の
協
力
で
、
仕
事
の
話
を

聞
い
た
り
畳
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く

り
な
ど
を
行
っ
た
。

職
員
の
担
う
責
務
は
今
後
も

大
き
く
な
る
が
、
職
員
配
置
や
体

制
強
化
は
。

物
的
支
援
で
は
な
く
人
的
支

援
を
行
う
事
業
の
た
め
、
福
祉
分

野
の
専
門
職
を
含
む
充
実
し
た
人

員
が
不
可
欠
だ
が
、
行
政
課
題
が

多
い
中
、
役
所
全
体
の
業
務
量
も

見
な
が
ら
人
的
配
置
し
た
い
。

市
長
は
３
月
定
例
会
の
施
政

方
針
で
生
活
困
窮
者
対
策
を
述
べ

た
が
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
す
る

中
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
、

市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
施
策
を

推
進
し
て
い
く
の
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

が
27
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
か

ら
ミ
グ
ラ
ン
ス
の
個
室
で
相
談
が

で
き
、
よ
り
多
く
の
人
に
来
て
も

ら
え
る
体
制
と
な
っ
た
。
効
果
が

出
る
の
は
時
間
が
か
か
る
が
、
全

て
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
対
応
し
、

貧
困
の
連
鎖
が
子
ど
も
た
ち
に
届

か
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

橿
原
市
の
水
道
行
政

本
市
は
平
成
29
年
度
末
に
10

年
間
の
長
期
経
営
目
標
「
橿
原
市

上
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
策
定

し
た
。
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
な
ど
、
営
業
関
連
業
務
部

門
を
民
間
委
託
し
て
い
る
が
、
現

状
や
課
題
を
踏
ま
え
、
こ
の
計
画

を
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
の
か
。

人
口
減
少
に
伴
う
給
水
収
益

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
施
設

の
更
新
や
管
路
の
耐
震
化
に
多
額

の
費
用
が
必
要
で
、
財
政
運
営
は

一
層
厳
し
く
な
る
。
経
営
戦
略
の

投
資
目
標
は
、
老
朽
管
更
新
費
に

毎
年
４
億
円
計
上
、
更
新
率
０
．

６
％
以
上
、
有
収
率
95
％
以
上
の

維
持
の
３
つ
で
あ
る
。
財
源
目
標

は
、
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
以

上
の
維
持
、
企
業
債
残
高
対
給
水

収
益
比
率
50
％
以
内
、
一
定
の
資

金
残
高
確
保
の
３
つ
で
あ
る
。
19

年
度
よ
り
企
業
債
の
新
規
発
行
に

頼
ら
な
い
経
営
を
継
続
し
て
お
り
、

未
利
用
の
水
道
事
業
用
地
売
却
等

で
ス
リ
ム
な
経
営
を
図
る
。

職
員
減
少
や
退
職
者
に
伴
う

技
術
力
の
低
下
や
人
員
不
足
の
対

策
は
。内

部
訓
練
で
熟
練
職
員
が
指

導
者
と
な
っ
て
反
復
訓
練
を
し
、

外
部
研
修
で
日
本
水
道
協
会
や
大

阪
市
の
研
修
制
度
を
利
用
し
て
い

る
。
で
き
る
と
こ
ろ
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
を
進
め
て
い
る
。
水
道
技
術

の
特
殊
性
か
ら
継
承
に
時
間
が
か

か
る
の
で
、
人
事
当
局
と
協
議
を

進
め
、
基
幹
職
員
の
保
持
や
技
術

継
承
に
取
り
組
む
が
、
人
員
は
増

や
さ
ず
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

県
域
の
水
道
一
本
化
構
想
が

示
さ
れ
、
32
年
度
に
一
本
化
に
関

す
る
覚
書
、
38
年
に
上
水
道
の
経

営
統
合
、
垂
直
統
合
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
県

と
協
議
を
進
め
る
の
か
。

単
独
で
業
務
継
続
が
厳
し
い

事
業
体
が
全
国
で
出
て
き
て
お
り
、

県
営
水
道
の
水
源
を
１
０
０
％
使

え
る
よ
う
に
、
現
在
、
県
営
水
道

エ
リ
ア
の
24
団
体
全
て
が
参
加
し

て
検
討
会
に
入
っ
て
い
る
。
料
金

や
水
質
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸
念

し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
設
備

の
整
備
、
維
持
管
理
、
市
町
村
域

に
と
ら
わ
れ
な
い
設
備
の
統
廃
合

に
よ
る
投
資
の
抑
制
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
今
後
判

断
し
た
い
。

市
長
は
施
政
方
針
で
「
安
全

で
安
心
で
き
る
、
安
定
し
た
上
下

水
道
の
供
給
」
を
掲
げ
て
い
る
。

値
上
げ
を
抑
制
す
る
た
め
に
「
地

下
水
利
用
専
用
水
道
か
ら
橿
原
市

上
水
道
へ
の
転
換
に
係
る
水
道
料

金
軽
減
要
綱
」
も
定
め
た
。
国
会

で
継
続
審
議
に
な
っ
た
水
道
法
改

正
案
は
、
自
治
体
を
水
道
事
業
者

と
し
た
ま
ま
厚
生
労
働
省
の
許
可

で
施
設
の
運
営
権
を
民
間
企
業
に

与
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
の
趨
勢
は
、
一
旦
、
民
営
化

に
し
た
も
の
が
再
公
営
化
に
戻
っ

て
い
る
。
水
道
事
業
は
効
率
的
に

経
営
し
、
か
つ
福
祉
を
増
進
さ
せ

る
と
い
う
難
し
い
課
題
を
両
面
に

背
負
う
が
、
民
営
化
な
ど
は
論
外

で
あ
る
。
公
営
企
業
で
市
民
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
保
障
す
る
責
務
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
本
市
の

上
水
道
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

本
市
は
県
の
水
道
一
体
化
に

入
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

水
の
効
率
的
・
効
果
的
な
利
用
を

一
体
化
し
て
考
え
、
水
道
料
金
は

低
く
な
る
の
で
、
そ
れ
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
我
々
の
地

域
は
水
源
と
し
て
大
台
ヶ
原
が
あ

り
、
日
本
一
安
全
・
安
心
な
水
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

は
民
営
化
は
考
え
て
い
な
い
。

給水人口と有収水量の推移
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